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論文審査結果の要旨 

本論文は、胃癌において免疫チェックポイント阻害剤の抗 PD-1/PD-L1 抗体のバイオマーカー

候補の一つである腫瘍組織の PD-L1 発現と腫瘍内リンパ球浸潤、MMR、EBV の臨床病理学的

特徴に関して検討したものである。487 例の大規模コホートにおいて、進行胃癌切除検体の tissue 

microarray を用いて、免疫組織学的に検討した。結果として、腫瘍細胞または腫瘍浸潤免疫細

胞の PD-L1 は、男性、充実型低分化腺癌、MMR 蛋白欠損例、EBV 陽性胃癌において、発現の

頻度が高かった。また、PD-L1 発現と CD3、CD8、FOXP3 腫瘍内リンパ球高浸潤には強い相関

がみられた。多変量解析においては、PD-L1 発現と予後の関連は認めず、CD8 リンパ球高浸潤

例は予後良好であった。現在進行中の胃癌に対する抗 PD-1/PD-L1 抗体の第 III 相試験の結果に

よっては、PD-L1 発現がバイオマーカーになる可能性がある。したがって、本論文は、大規模コ

ホートにおいて、胃癌の PD-L1 発現と腫瘍内リンパ球浸潤、MMR、EBV の臨床病理学的特徴

を初めて明らかにした臨床的に意義ある論文である。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 

 


